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ー
 取
り
札
・
読
み
札
　
枚
を

８８

　
　
　
社
会
教
育
指
導
員
の
石
原
さ
ん
が
手
作
り
で
 ー
　

　全国各地には、それぞれの地域を紹介する「郷土かるた」がたくさんあり、そ

の数は現在、全国で５００種以上にもなります。群馬県では、長い間県民に親しまれ

てきている「上毛かるた」をはじめ、各市町村においてもそれぞれの地域に根ざ

した「郷土かるた」が多数あります。群馬県は、日本一の「郷土かるた」の数を

誇っています。

　その中で、このたび、「明和町放課後子ども教室」の教材の一つとして「郷土か

るた」を作りしました。今月号では、その手作りの「めいわかるた」について紹

介します。

「郷土かるた「郷土かるた」」

明和版が完　明和版が完成成

　
明
和
町
中
央
公
民
館
の
石
原
惠
子
さ
ん

は
、
今
年
の
４
月
頃
か
ら
こ
の
か
る
た
の

製
作
に
取
り
か
か
り
、
こ
の
た
び
、
明
和

版
の
「
郷
土
か
る
た
」
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　
か
る
た
は
、「
あ
音
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
「
わ
音
」
ま
で
の
　
音
を
網
羅
し
て
お

４４

り
、
取
り
札
と
読
み
札
の
合
計
　
枚
か
ら

８８

成
る
手
作
り
の
作
品
群
で
す
。
か
る
た
の

各
題
材
は
、
町
内
全
域
か
ら
偏
り
無
く

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
取
り
札
は
１
枚
ず
つ
下
絵
が
描
か
れ
、

全
て
色
鉛
筆
で
丹
念
に
彩
色
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
そ
れ
が
表
現
す
る
現
場
や
現
物
を
確
認

し
て
イ
メ
ー
ジ
化
で
き
た
も
の
が
あ
る
一

方
、
対
象
と
な
る
具
体
物
が
な
く
、
収
集

し
た
関
連
資
料
や
情
報
を
基
に
し
な
が
ら

イ
メ
ー
ジ
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の

も
あ
り
、
様
々
な
ご
苦
労
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
読
み
札
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
字
数

の
中
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
言
葉
で
表
現
を
す

る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
読
み
易
さ
や
語
呂

の
よ
さ
に
も
苦
慮
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

～「明和町放課後子ども教室」での試～「明和町放課後子ども教室」での試作作～～



（３）広報めいわ　平成２２年１１月１０日

　
製
作
者
の
石
原
さ
ん
は
、
現
在
、
明
和

西
小
と
東
小
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
明
和

町
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
事
務
局
の
立

場
か
ら
教
室
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
教
室
に
は
、
今
年
度
、
両
校
あ
わ
せ

て
　
人
の
子
ど
も
た
ち
が
登
録
さ
れ
て
い

９４
て
、
月
・
水
・
金
曜
日
の
週
３
日
間
、
午

後
２
時
～
４
時
半
頃
ま
で
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
通
常
は
両
教
室
と
も
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
　
人
く
ら

２０

い
通
っ
て
来
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
の
活
動
内
容
は
、
宿
題
や

読
書
、
ゲ
ー
ム
、
工
作
、
外
遊
び
等
で
、

加
え
て
、
試
作
し
た
「
か
る
た
」
で
の
遊

び
や
学
習
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

 「
か
る
た
遊
び
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

明
和
町
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
、
地
理
、

そ
の
他
の
地
域
の
特
色
に
興
味
を
も
ち
、

郷
土
で
あ
る
明
和
町
へ
の
理
解
を
深
め
て

欲
し
い
。
そ
し
て
、
郷
土
を
愛
す
る
心
や

態
度
も
養
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
製
作
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
改
善
を
加
え
、
よ

り
よ
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。」
と
石
原

さ
ん
は
製
作
の
動
機
と
今
後
の
抱
負
に
つ

い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。 

インタビューを受ける、石原惠子さん

 子
ど
も
た
ち
に
、
よ
り
親
し
み
の
あ
る
一
教
材
と
し
て
活
用

　
こ
の
「
郷
土
か
る
た
」
は
「
明
和
町

放
課
後
子
ど
も
教
室
」
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
今
後
、
学
校
教
育
の
現
場
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
地
域
活
動
や

家
庭
生
活
な
ど
の
様
々
な
場
面
で
も

活
用
さ
れ
、
町
内
的
な
広
が
り
の
中
で

よ
り
一
層
地
域
に
根
付
い
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　「
郷
土
か
る
た
」
明
和
版
と
し
て
の

「
め
い
わ
か
る
た
」
は
、
さ
ら
な
る
有
効

活
用
に
向
け
て
の
潜
在
的
な
可
能
性

を
十
二
分
に
も
つ
、
情
報
豊
か
な
力
作

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
号
か
ら

各
札
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

們
 取
材
し
て
の
感
想
 們

・「○え と○ふ と○る のかるたは、もうぜんぶおぼえたよ!!」

　　・「○き のカードのぶどうがおいしそうだよ!!」

　　　　・「○て のカードの絵っておもしろいな!!」

　　　　　　・「カードがたくさん取れたのでうれしかった!!」

東小放課後子ども教室での「かるた」を使った活動場面

手作り「郷土かるた」の紹介



（４）

清清清清清清清秋秋秋秋秋秋秋
第１３第１３回回

町民体育町民体育祭祭

　
　
月
　
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場

１０

１７

で
第
　
回
町
民
体
育
祭
が
行
わ
れ

１３

ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
各
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
選

手
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
競
技
で
は

百
足
競
争
や
玉
入
れ
、
綱
引
き
、

カ
ク
テ
ル
リ
レ
ー
な
ど
の
地
区
対

抗
得
点
競
技
に
各
地
区
の
選
手
や

応
援
団
が
一
丸
と
な
っ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ど

も
園
の
園
児
に
よ
る
愛
ら
し
い
遊

戯
が
心
を
和
ま
せ
、
子
ど
も
か
ら

子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め

る
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　スポーツ競技で関東大会以上の優秀な成績をおさめたかたに、

この体育祭で表彰状を贈りました。　　　　　   　　（敬称略）

○内田　美希（新里）

　平成２２年度インターハイ競泳５０ｍ自由形　優勝

　国民体育大会水泳競技　５０ｍ・１００ｍ自由形　優勝

○篠原　亮介（下江黒）

　国民体育大会関東ブロック大会　剣道競技団体　準優勝

スポーツ競技優秀者表彰
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大
佐
貫

矢
　
島

入
ケ
谷

大
　
輪

須
　
賀

川
　
俣

梅
　
原

中
　
谷

新
　
里

南
大
島

田
　
島

江
　
口

千
津
井

上
江
黒

下
江
黒

斗
合
田

6554.541.56263625046.574.559.547.5645754.529.547得点合計

29155461114171238101613順　　位

地区対抗競技結果

※合計点が同値の場合、１位の回数が多いほうを上位とします。



（６）

平成２２年度

上半期

（４月～９月）

　
平
成
　
年
度
上
半
期（
４
月
～
９
月
）の
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、ど

２２

の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
公
表
す
る
も
の
で
す
。　
年
度
の
当
初
予
算
額

２２

は
　
億
９
、８
０
０
万
円
で
し
た
が
、補
正
予
算
と
前
年
度
の
繰
越
分
を
加
え
、９
月

３９
　
日
現
在
、予
算
現
額
は
、　
億
１
、８
７
５
万
９
千
円
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
の
主

３０

４３

な
事
業
と
し
て
は
、
川
俣
駅
周
辺
整
備
事
業
、
都
市
計
画
道
路
、
工
業
団
地
造
成
等

の
事
業
、
旅
券
事
務
事
業
、
母
子
保
健
事
業
や
成
人
保
健
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
道
路
新
設
改
良
事
業
等
も
計
画
ど
お
り
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
。
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ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
学
校
教
育
課
　
　
　
撒
　
・
３
１
１
５

８４

　
町
労
使
教
育
委
員
会
で
は
、
と
き
め

き
ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

◇
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

１２

（日）

◇
集
合
場
所
　
館
林
ス
ポ
ー
ツ
レ
ー
ン

（
館
林
市
美
園
町
　
倆
７
）

１５

◇
対
象
者
　
　
歳
以
上
の
独
身
男
女

２０

◇
内
容
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
＆
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー

◇
募
集
人
数
　
　
人
（
男
女
各
　
人
）

４０

２０

※
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
を
行
い
ま

す
。
抽
選
結
果
は
１
週
間
前
頃
に
通
知

い
た
し
ま
す
。

◇
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２８

（日）

◇
申
込
方
法
　
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル

（k
e
iza
i-in
fo
@
to
w
n
.m
e
iw
a
.g
u
n

m
a
.jp
)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
　
・
３
１

８４

１
４
）
で
労
使
教
育
委
員
会
へ
申
し

込
む

※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
郵
便
番
号

を
明
記
の
上
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ご
応
募
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
他
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ

　
労
使
教
育
委
員
会
事
務
局

　
経
済
建
設
課
内
　
内
線
１
５
３

◇
申
込
先
　
〒
３
７
０
倆
０
７
９
５
　

明
和
町
新
里
２
５
０
番
地
１
　

　
経
済
建
設
課

※
詳
し
く
は
、
労
使
教
育
委
員
会
（
経

済
建
設
課
内
）
ま
た
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
労
使
教
育
委
員
（
経
済
建
設
課
内
）　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３

参
加
し
ま
せ
ん
か

と
き
め
き
ボ
ウ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
に
よ
る

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

□
職
種
　
小
学
校
生
活
支
援
員

□
募
集
人
員
　
２
人

□
雇
用
期
間
   平
成
　
年
１
月
～
３
か

２３

月
間
（
週
５
日
・
授
業
日
、
６
か
月

延
長
可
）

□
時
給
　
９
３
０
円

□
資
格
等
　
　
歳
未
満
で
教
員
免
許
の

６０

資
格
を
有
し
、
現
在
失
業
中
の
か
た

□
職
務
内
容
　
小
学
校
に
お
け
る
個
別

に
対
応
が
必
要
な
児
童
へ
の
生
活
・

学
習
支
援

□
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

２５

４
時
　
分
（
１
日
７
時
間
　
分
勤
務
）

５０

４０

□
申
込
期
限
   　
月
　
日
　

１２

１０

（金）

□
申
込
方
法
   市
販
の
履
歴
書
に
記
入

し
て
、
学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い

□
選
考
方
法
   書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協

議
会
と
労
使
教
育
委
員
会
共
催

に
よ
る
花
の
寄
せ
植
え
講
習
会

が
開
か
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
  　
月
　
日
　
　
午
前
９

１２

１１

（土）

時
■
場
所
  役
場
西
側
駐
車
場

■
内
容
  花
の
寄
せ
植
え
、
栽
培

管
理
お
よ
び
基
礎
知
識

■
対
象
  町
内
在
住
・
在
勤
者

■
定
員
  　
人
程
度

３０

■
費
用
   １
、
５
０
０
円

■
申
込
方
法
  電
話
で
経
済
建
設

課
へ
申
し
込
む

■
申
込
期
限
   　
月
　
日
　

１１

３０

（火）

※
詳
し
く
は
、
経
済
建
設
課
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

花
の
寄
せ
植
え
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

　
経
済
建
設
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３
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明和町のオリジナルキャラクター

「メイちゃん」です。これから色々

な場面に登場します。よろしくお

願いします。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　
町
で
は
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
、　１０

月
か
ら
妊
婦
向
け
メ
ー
ル
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

　
少
し
で
も
新
米
マ
マ
の
不
安
を
解
消

し
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
欲
し

い
と
の
願
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。
登
録

す
る
と
、
出
産
予
定
日
＋
　
日
ま
で
、

１３

「
毎
日
」お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の
状
態
と
マ

マ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
記
し
た
メ
ー
ル

が
届
き
ま
す
。

茅
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ

　
て
い
る
妊
婦
さ
ん
の
喜
び
の
声

・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
登
録
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
パ
パ
と
し
て
の
自
覚
が
強

く
な
っ
た

・
毎
日
の
お
腹
の
成
長
が
わ
か
る

・
毎
日
妊
娠
出
産
に
関
す
る
情
報
が
得

ら
れ
て
と
て
も
参
考
に
な
る

　
妊
娠
届
出
時
に
登
録
方
法
等
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
、
お
気
軽
に

登
録
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
配
信
は
、
不

要
に
な
っ
た
時
点
で
い
つ
で
も
解
除
で

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
献
血
は
、
最
も
身
近
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
あ
な
た
の
わ
ず

か
な
時
間
で
、
救
え
る
命
が
あ
り

ま
す
。
採
血
は
献
血
バ
ス
で
行

い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２６

（金）

■
時
間
　

・
午
前
　
時
～
正
午

１０

・
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
場
所
　
役
場
町
民
プ
ラ
ザ
　

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
４
）
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２

自
治
体
で
初
鎧
　
妊
婦
向
け
メ
ー
ル

「
明
和
＠
め
る
マ
マ
」を
配
信
中

　１０月２９日、平成２２年度優良道路愛護団体

等表彰式が群馬県庁で行われ、矢島区が常に

道路の美化に努めているとして国土交通大

臣から表彰されました。また、明和町立明和

東小学校が道路愛護優良校として県知事か

ら表彰されました。石﨑秀文矢島区長は「区

民の定期的な道路に対する清掃、除草等の愛

護活動が認められ、今後も更に美化に努めて

いきたい」と話していました。

矢島区が国土交通大臣表彰
優良道路愛護団体等表彰

　梅原の黒澤泰幸さんが、１０月１６日に行われた
収穫感謝祭２０１０開会式典において、農産振興部

門の農業功労者として表彰されました。黒澤さ

んは、県内でもトップクラスの経営規模で経営

を展開しており、多年、農業に従事し、地域の農

業振興に顕著な功績を残していることが認めら

れ、町内では初の受賞となりました。

黒澤泰幸さん
群馬県功労者表彰

黒澤さんご夫妻



（１０）

ＰｉｃｋＵｐ　ＭｅｉｗａＰｉｃｋＵｐ　Ｍｅｉｗａ

　
例
年
よ
り
２
か
月
早
く
、
県
内
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
に
よ
る
学
校
の

臨
時
休
業
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

流
行
が
早
ま
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
新
型
含
む
）
予

防
接
種
は
、　

月
か
ら
来
年
の
１
月
末

１０

ま
で
で
す
の
で
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

　
高
齢
者
の
場
合
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
風
邪
か
ら
肺
炎
に
な
り
、
命
取
り
に

な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
防
対

策
は
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
と
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
両
方
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
の
肺
炎
や
死
亡
を

あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
た
め

に
・
・

①
帰
宅
時
に
は
、
手
洗
い
と
う
が
い
を

徹
底
す
る

②
睡
眠
を
十
分
と
り
、
栄
養
に
も
気
を

つ
け
る

③
 咳
 な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
は
、
咳
エ

せ

きチ
ケ
ッ
ト
（
マ
ス
ク
着
用
、
咳
が
出

る
時
は
人
か
ら
離
れ
、
口
を
押
さ
え

る
）
を
心
が
け
る

④
室
内
を
適
切
な
湿
度
に
保
つ

⑤
流
行
時
は
、
な
る
べ
く
人
混
み
に
出

か
け
る
の
を
避
け
る

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
ら
・
・

①
ご
く
ま
れ
に
急
激
に
状
態
が
悪
化
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
症
後

は
病
状
を
よ
く
観
察
し
、
呼
吸
が
苦

し
い
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
持
病
を
お
持
ち
の
か
た
、

高
齢
者
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
、
妊
娠

中
の
か
た
は
、
重
症
化
の
リ
ス
ク
が

比
較
的
高
い
の
で
特
に
注
意
が
必
要

で
す

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し
て
か
ら

３
～
７
日
間
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
排
出

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
人

に
移
さ
な
い
よ
う
、
そ
の
間
は
外
出

を
控
え
ま
し
ょ
う

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
健
康
づ
く
り
課
　
　
　
　
内
線
１
２
２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
に
ご
注
意
！

　
町
の
環
境
保
健
委
員
会
で
は
、
ご
家

庭
で
不
要
と
な
っ
た
タ
イ
ヤ
や
消
火

器
を
有
料
で
回
収
し
ま
す
。
処
分
で

お
困
り
の
か
た
は
、
こ
の
機
会
に
直
接

会
場
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９
時

１１

２３

（火）

～
午
後
１
時

■
場
所
　
社
会
体
育
館
西
側
駐
車
場

【
注
意
】

　
町
か
ら
貸
与
さ
れ
た
消
火
器
は
持
ち

込
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、
業
者
の
持
ち
込

み
は
お
断
り
し
ま
す
。
持
ち
込
み
時
間

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、環
境
水
道
課
へ
。

廃タイヤ・廃消火器
を有料回収します

料　金消火器（１基）

  ４５０円　小（赤い部分が２５唖以下）

  ８００円　中（赤い部分が２５～５０唖以下）

１，１００円　大（赤い部分が５０唖以上）

料　金タイヤ（１本）

２００円軽自動車・普通車（１８インチまで）

３５０円２㌧車から４㌧車まで・４ＷＤ

処 分 料 金

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
７
３

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
の
額
を
減
額
予
定

　
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に
設
置
す

２３

る
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

整
備
事
業
費
補
助
金
の
額
を
１
鯵
あ
た

り
６
万
円
か
ら
３
万
円
に
減
額
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
は
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
補
助
金
は
削
減
し
て
継
続

す
る
」
と
い
う
本
町
の
行
政
改
革
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
の
提
言
を
尊
重
し
て
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
町
の
健
全

な
行
財
政
運
営
を
図
る
上
か
ら
も
必
要

な
こ
と
で
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
改
正
後
の
補
助
金
例
（
４
鯵
の
場
合
）

煙
平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
設
置
が

２３

３１

完
了
お
よ
び
電
力
会
社
と
の
電
力
受

給
契
約
を
す
る
も
の
　
４
鯵
×
６
万

円
＝
　
万
円

２４

煙
平
成
　
年
４
月
１
日
移
行
に
設
置
が

２３

完
了
お
よ
び
電
力
会
社
と
の
電
力
受

給
契
約
を
す
る
も
の
　
４
鯵
×
３
万

円
＝
　
万
円

１２

※
詳
し
く
は
、
環
境
水
道
課
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
環
境
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
７
２



（１１）広報めいわ　平成２２年１１月１０日

　館林商工高校生徒５人が課題授業で作
成したキャラクターです。

　左が「なっすぃー」右が「ぷっとぅー」

です。これから、色々な場面で登場します。

よろしくお願いします。

『
梨
の
ほ
ほ
笑
み
』予
約
販
売
受
け
付
け
ま
す

東
・
西
学
童
保
育
所
の

指
定
管
理
者
を
募
集

　
町
特
産
の
梨
「
豊
水
」
を
使
っ
た
ワ

イ
ン
「
梨
の
ほ
ほ
笑
み
」
を
今
年
も
　１２

月
中
旬
に
販
売
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
梨
の
販
路
と
消
費
量

増
拡
大
、
減
退
し
つ
つ
あ
る
生
産
農
家

の
意
欲
を
高
め
、
そ
れ
に
歯
止
め
を
か

け
る
ほ
か
、
年
間
を
通
し
て
の
特
産
物

を
と
の
声
に
こ
た
え
、
平
成
　
年
度
か

１９

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中

で
醸
造
し
た
美
味
し
い
梨
ワ
イ
ン
で
、

さ
わ
や
か
な
文
字
通
り
微
笑
ま
し
い
甘

口
で
大
変
好
評
で
す
。
ご
希
望
の
か
た

は
、
次
の
方
法
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

□
品
名
　
梨
ワ
イ
ン
「
梨
の
ほ
ほ
笑
み
」

□
容
量
　
７
２
０
　ｍｌ

□
価
格
　
１
２
０
０
円
（
税
込
）

※
送
料
は
別
途
で
す
。

□
申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

　
号
・
支
払
方
法
（
着
払
い
の
場
合
は
、

　
郵
送
先
を
記
入
）
を
明
記
の
上
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
申
込
先
　
農
産
物
直
売
所
「
ぽ
ん
ぽ

　
こ
」（
思
　
・
１
３
１
３
）
、
ふ
れ
あ

７１

　
い
食
彩
館
（
思
　
・
２
０
０
１
）、
思

７０

　
Ｊ
Ａ
邑
楽
館
林
佐
貫
支
所
（
思
　
・
８４

　
３
３
２
７
）

□
支
払
方
法
   ①
申
込
場
所
へ
直
接
支

　
払
う
②
宅
配
便
に
て
の
ご
利
用
は
、

　
着
払
い

□
問
い
合
せ
   J
A
邑
楽
館
林
本
所
　

　
生
活
課
山
　
・
5
1
1
6
、
明
和
町

74

　
役
場
経
済
建
設
課
山
　
・
3
1
1
1

84

　町では､特定疾患患者等のかた、またはその

家族に対し、精神的負担の軽減と福祉の増進

を図るため８月と１２月に見舞金を支給してい

ます。

■対象者　特定疾患（小児慢性特定疾患）医

療受給者証をお持ちのかた、人工肛門装着

患者、人工透析療法対象者、在宅で生活さ

れる重度心身障害者（身体障害者手帳１級

または療育手帳A1、A2もしくはA重のか

た）

※介護保険法の施設入所者、障害者自立支援

法の施設入所者および通所者は、該当になり

ません。

■申請方法

　次のものをお持ちになり申請してください。

医療受給者証または手帳、振込口座の通帳

および印鑑

■提出期限　１１月３０日（火）

※詳しくは、住民福祉課へお問い合わせくだ

さい。

特定疾患患者等のかたに

見舞金を支給します

      住民福祉課　　　　　　　　　　　内線１４４

      住民福祉課　　　　　　　　　内線１４４

　１０月１日、鯉沼寛

治さん（川俣）が法務

大臣より保護司の委

嘱を受けました。

　これから明るい地

域社会を築くため、

犯罪や非行防止にご

協力をいただきます。

法務大臣より保護司委嘱
～非行防止活動～

　
町
で
は
「
明
和
町
公
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
く
、
指
定
管
理
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
施
設
名
・
所
在
地
　

煙
東
部
学
童
保
育
所
・
千
津
井
３
１
４

煙
西
部
学
童
保
育
所
・
須
賀
２
９
４
倆
１

■
指
定
管
理
期
間
　
平
成
　
年
４
月

２３

１
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日
（
３

２６

３１

年
間
）

■
提
出
期
限
　
　
月
　
日
　

１２

１７

（金）

  ※
応
募
資
格
や
主
な
事
業
内
容
は
、

住
民
福
祉
課
（
内
線
１
４
４
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
経
済
建
設
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
２



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１２）

魔法の手で赤ちゃんうっとり
ベビーマッサージ教室

ママからマッサージを受けご機嫌な赤ちゃん

　１０月７日、生活科学習で町の施設や人々の様子に

関心をもち、友達と協力しながら探検し、人とのかか

わり方を学ぶため２年生２０人が役場を訪問しました。

車庫や町長室や議場など初めて見る場所もあり、興味

深く目を輝かせていました。

　質疑応答の時には案内をしてくれた職員に「役場で

どんな仕事をしますか」や「１日何人くらい役場に来るの

ですか」などの質問をしながら真剣にメモをとっていま

した。

　町長室を見学する児童たち

とびだせ！町たんけん
西小児童が役場を見学

　９月２８日、保健センターにてベビーマッサージ教

室が開催され、７組の親子および妊婦さん１人が参

加しました。

　国際ボンディング協会認定の助産師さんの指導の

もと、アロマオイルを使ってママにマッサージして

もらっている赤ちゃんたちはとてもご機嫌でした。

　ほかにも絵本の読み聞かせや、ママたちも心地よ

さを体感しようとペアになってハンドマッサージを

行ない、親子共々癒しのひとときを過ごしました。

　町主催の防災講演会が１０月９日ふるさと産業文

化館でひらかれ、約１２０人の町民が気象や治水につ

いて学びました。小口與四夫さん（気象庁）から台

風の基礎知識や館林で発生した竜巻について、その

仕組みや兆候、避難の方法などのお話がありました。

また小林一茂さん（国交省）が利根川増水による過

去の災害についての説明と、治水対策と防災対策に

ついて説明をしました。本町民にとってよい刺激に

なったようです。

　災害に備えて正しい知識を
備えあれば憂いなし防災講演会

講師の小口與四夫さんと小林一茂さん

本町でパスポート申請・交付開始

　１０月１日から明和町でパスポート申請・交付を行

うようになりました。

　本町でのパスポート申請・交付第１号のかたは、

「太田までは遠く、地元で申請ができるのは便利で

す」と話していました。

　なお、１０月１日以降は太田市にある東毛パスポー

トセンター等では、申請・交付はできませんのでご

注意ください。

パスポート申請・交付開始
本町での申請・交付第１号
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（１３）広報めいわ　平成２２年１１月１０日

   ９月２６日、明和水質浄化センターで、第４回下水

道まつりが開催され１４３人のかたが来場しました。

　施設の中では、ビデオ映像による汚水が浄化され

ていく様子や、水質浄化の経過などの展示物があり、

顕微鏡で覗いたら浄化にかかせない微生物がいて、

子どもは「あっ！動いてる」と一緒に来ている家族

に身振りを交えて熱心に話していました。また、広

場ではメダカすくいや風船釣りなどの催しもあり家

族でふれあいの時を過ごしていました。

秋空の下さっそうと歩く参加者

顕微鏡を覗いたら？
下水道まつり

何が見えるかな？

太陽が示す奇跡の瞬間
ふるさとの広場のモニュメント

地上に現われた町章

   １０月１日午後０時０２分、突然、厚い雲に覆われて

いた太陽が顔を覗かせ、今年もループの影と地面に

埋め込まれた方位板が重なり、町章が現われるとい

う現象が、正午より２分遅れての出現となりました。

　ふるさとの広場のモニュメント前に集まったかた

がたは、未来に向かって飛躍する町の姿を象徴する

という“ループの造形”を見つめながら、思わず歓

声の声をあげていました。

 秋空の中桜並木を歩く
 教室合同ウォーキング

　快晴の１０月１３日、健康づくり課で開催している

教室の参加者を対象にした、教室合同ウォーキング

が行われました。

　中央公民館からスタートし桜並木道６.５按約８０００

歩を、参加者１９人は１時間半かけて歩きました。

　参加者のなかには、珍しい桜の 御衣黄 を探してい
ぎ ょ い こ う

るかたがいたり、「歩くことは大切なこと」とさわや

かな汗を拭いているかたなど、それぞれのひととき

を過ごしていました。

エプロンシアター（エプロン上の人形劇）に夢中

　１０月２０日、エプロンのポケットにピーマンマン

の縫いぐるみを忍ばせた食育教育隊がこども園を訪

れました。　　

　この隊は、健康な心と体を育てることを目的に、

食に対する関心と理解を深め、人や物への感謝の気

持ちを伝える活動をしています。

　園児たちはエプロンシアターや３大栄養素のパネ

ルに、布で作った野菜や魚・肉などの食べ物教材を

貼り付けながら食事のバランスについて学びました。

園児たち栄養について学ぶ
こども園に食育教育隊



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１４）

食べて、学んで楽しく長生き
おたっしゃ食楽教室

熱心に講習を聴く参加者

口の働きを知って健康維持を
元気歯つらつ健口教室

    町社会福祉会館で１０月１９日、町内の高齢者が参

加して「元気歯つらつ健口教室」が開かれました。こ

れは、介護予防の一環で開催されました。

　講師の歯科衛生士・針ケ谷千恵美さんは「話した

り、食べたり、笑ったり、呼吸したりなど、口の働

きを知って健康を維持することが大切です」と話さ

れました。

口腔のイラストを使って説明する、針ヶ谷さん

　町社会福祉会館で１０月１２日、町内の高齢者が参

加して「おたっしゃ食楽教室」が開かれました。こ

れは、介護予防の一環で「楽しく食べて、健康で１００

歳を迎えられるよう、食生活の栄養改善をする」こ

とが目的で開催されました。講師の管理栄養士・川

島徳子さんは「BMI（肥満度）が１８.５以下の人はや

せ過ぎに注意、２５以上の人は肥満に気をつけてくだ

さい。そのために、食事を取るときに五大栄養素の

働きを念頭に低栄養状態を生活習慣で改善してほし

い」と話されました。

元気で長生きは笑いが一番
地区別敬老会

   町主催による敬老会が中部（９月１７日）、西部

（９月３０日）、東部（１０月７日）の三地区別に老人

センターで開催されました。芸能事務所所属の歌手

やマジシャンによる演芸や参加者のなかの芸達者た

ちの歌や踊りで会場は、熱気と歓声に包まれました。

　参加した８０代の女性は「今年も招待して頂きあり

がとう、楽しかったです、長生きしていてしあわせ

です」と満面笑顔で語っていました。

歌手と握手を交わす参加者

　「寿学級生」大よろこび
園児と世代交流会

   １０月１９日、明和こども園で園児（４歳児）９６人

と、寿学級の学級生２３人とのふれあい教室が開かれ

ました。

　学級生は、１時間余りを園児たちのダンスに合わ

せて一緒に踊ったり、コマまわしをして遊んだりと

童心に返り交流を楽しみました。

　学級生は「かわいい子どもたちとのふれあいに、

しばし興奮しました」と興奮した面持ちで話してい

ました。

和やかなひと時を過ごした交流会
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（１５）広報めいわ　平成２２年１１月１０日

 　１０月１９日、ふるさとの広場を会場に４０チーム男

女２４２人が参加して第９回大会が開かれました。

　最良のグランドコンデションの中、試合は１６ホー

ルズ団体戦（１チーム６人）が行われ、１位は２３４

ストロークの大輪Ｃチームで、ホールインワン賞に

は５９人という記録的成績で本大会に花を添えて終

わりました。

プリントの問題を解く参加者

 読み書き・計算で脳の活性化
 脳の健康教室

　健康を織り込んだクラブ活動
グラウンドゴルフ大会

ホールポストを目指してナイスショット！

　町社会福祉会館で１０月７日、町内の６５歳以上の

高齢者１８人が参加して「脳の健康教室」が開かれま

した。これは、介護予防の一環で「読み書き」「計算」

「すうじ盤」で脳機能をきたえ、「前頭前野」を活性

化し、物忘れを予防する目的で開かれたものです。

健康づくり課長は「健康づくりに関心を持ってもら

い、住み慣れた地域・居宅で元気に暮らせることを

願います」と、挨拶しました。なお、この催しは来

年２月２４日まで週１回、計１９回開催予定です。

　１０月２日、明和町社会体育館で福祉５団体主催に

よる明和町総合福祉スポーツ大会が、町ボランティ

ア連絡協議会会員の協力のもと開催されました。

　今回で１２回目を迎える大会には、参加者４００人が

多彩なプログラムに出場し、楽しい一日を過ごしま

した。大会会長の恩田町長は「様々なハンディ

キャップを乗り越えて健康づくりと親睦の輪をひろ

げてください」と挨拶しました。

親睦の輪をひろげた楽しい１日
明和町総合福祉スポーツ大会

２人でビーチボールを運ぶ

的を射て健康づくり
吹き矢教室

   中央公民館講座の一つである、吹き矢教室には、

町内から男女３０人が参加、６㍍離れた的に次々と矢

を放っていました。

　初回は吹き矢の健康談義、基本姿勢と作法。腹式

呼吸を応用して一気に矢を吹く練習に入ると、的を

射ることに専念し過ぎて、基本所作を忘れるなど自

然と熱が入ってきて、参加者たちの笑いを誘う場面

もありました。

狙いを定めて矢を吹く参加者



（１６）

INFORMATION

掲示板

（１６）

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十

字
社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
海

軍
看
護
婦
の
か
た
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
は
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
御
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

　
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
か
ら
の

ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

□
請
求
期
限
　
平
成
　
年
３
月
　
日

２３

３１

□
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務

省
大
臣
官
房
総
務
課
管
理
室
　

（
〒
１
０
０－

８
９
２
６
　
東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２－

１

－

２
）　
山
　
・
５
２
５
３
・
５

０３

１
８
２
（
直
通
）　

　
　
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

１１
月
間
」
で
す
。

　『
見
す
ご
す
な
　
幼
い
子
ど
も

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
』（
全
国
公
募
に
よ
り
選

定
さ
れ
た
、
平
成
　
年
度
「
児
童

２２

虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語
」）

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、　

月
４
日
～

１２

　
日
の
１
週
間
を
「
第
　
回
人
権

１０

６２

週
間
」
と
定
め
、
全
国
的
な
各
種

行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
群
馬

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

県
内
の
市
町
村
　
か
所
に
特
設
人

６１

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と
、
家
庭

内
や
近
所
の
も
め
ご
と
、
人
権
問

題
等
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
お
近
く
の
特
設

人
権
相
談
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

料
金
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　
会
場
へ
来
ら
れ
な
い
か
た
は
、

前
橋
地
方
法
務
局
お
よ
び
各
支
局

の
電
話
相
談
等
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
い
日
程
や
会
場
等
に
つ
い

て
は
、
前
橋
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
（
山
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４

６
６
）
へ
。

　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

□
対
象
者
　
戦
後
強
制
抑
留
者
で

平
成
　
年
６
月
　
日
に
日
本
国

２２

１６

籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
か
た
。

□
請
求
受
付
期
間
　
平
成
　
年
　

２２

１０

月
　
日
～
平
成
　
年
３
月
　
日

２５

２４

３１

◎
対
象
者
に
は
、
当
基
金
か
ら
請

求
書
類
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
か

た
は
、
左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

□
連
絡
先
　
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
　
山
０
５

７
０
・
０
５
９
・
２
０
４
（
Ｉ

Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
　
・
５
８

０３

６
０
・
２
７
４
８
）、
受
付
時
間
　

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
平
日
の
み
）

□
日
時
　
　
月
３
日
　
　
午
後
１

１２

（金）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館
　

□
内
容
　
膝
の
痛
み
の
解
消
法
と

腰
痛
・
肩
こ
り
体
操
、
認
知
症

と
予
防
対
策

□
講
師
　
羽
生
総
合
病
院
理
学
療

法
士
お
よ
び
介
護
支
援
専
門
員

□
対
象
　
町
民
一
般

□
参
加
費
　
無
料

※
参
加
ご
希
望
の
か
た
は
、
当
日
、

中
央
公
民
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
町
内
在
住
の
画
家
小
林
孝
至
さ

ん
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
～
　
日
　

１１

１６

（火）

２８

（日）

（
　
日
　
・
　
日
　
・
　
日
　
休

２２

（月）

２３

（火）

２５

（木）

館
）
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
鑑
賞
料
　
無
料
（
施
設
利
用
の

場
合
町
内
　
歳
未
満
、
町
外
か

６０

た
は
有
料
と
な
り
ま
す
）
　

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
（
老
人
セ
ン
タ
ー
内
）　
山

　
・
４
０
１
３
へ
。　
　
　

８４　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は

中
小
企
業
の
従
業
員
の
た
め
の
退

職
金
制
度
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
の
た
め
の
特
例
掛
金
月
額
も

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
よ
る
掛
金
助
成
や

税
法
上
の
優
遇
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
（
山
　
・
３
４
３
６
・
０
１

０３

５
１
）
へ
。

〈
広
告
〉

担当（中山・小室）

住宅型・有料老人ホーム　めいわ

明和町新里３５２　山０２７６崖９１崖３２７７

☆健康には毎日の食事のバランス。健康チェックのサポート。

☆介護には２４時間スタッフが常駐し生活を応援します。

　　　　　　　　　　　　（併設：小規模多機能ホーム　憩）

平成２２年１２月　オープン予定鎧 （群馬県認定）

お問合せ

お

知

ら

せ

〈
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告
〉
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○○○／○午前９：００～１２：００

／／○○○／○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科
ミミミミミミツツツツツツワワワワワワ診診診診診診療療療療療療ミツワ診療所所所所所所所

http://www.myclinic.ne.jp/mw3030/
明和町梅原５８８　山０２７６－７０－３０３０

往診・訪問看護可

土日は午前中、平日は

午後７時まで診療して

います。祝日は休診。

日土金木水火月診療時間

○○○／○○○午前９：００～１２：００

／／○／○○○午後４：００～７：００

内内内内内内内内内内科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・小小小小小小小小小小児児児児児児児児児児科科科科科科科科科科・・・・・・・・・・皮皮皮皮皮皮皮皮皮皮膚膚膚膚膚膚膚膚膚膚内科・小児科・皮膚科科科科科科科科科科科

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

第
　
回
人
権
週
間

６２

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆

様
へ

羽
生
総
合
病
院
の
出
前
講

座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

小
林
 孝
至
 絵
画
展
を

た

か

ゆ

き

開
催

事
業
主
の
皆
様
、
退
職

金
準
備
は
中
退
共
で



（１７）広報めいわ　平成２２年１１月１０日

　
青
色
申
告
者
を
対
象
と
し
た

決
算
説
明
会
を
、
左
記
の
通
り
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い

会
場
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　　　※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
山
　
・
９
５
０

７２

７
）
へ
。

　　
中
谷
の
冨
塚
勝
男
さ
ん
よ
り

町
に
、
襖
に
描
か
れ
た
墨
絵
４
点

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
に
て

大
切
に
保
管
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

□
日
時
   　
月
８
日
　
　
午
前
　

１２

（水）

１０

時
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
妊
婦
・
1
歳
未
満
の
乳

児
（
先
着
　
人
）

１５

□
持
参
す
る
物
   バ
ス
タ
オ
ル
2

枚
、
必
要
に
応
じ
て
ミ
ル
ク
な

ど
の
飲
み
物

□
申
込
期
限
　
　
月
３
日
　

１２

（金）

※
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
せ
は

健
康
づ
く
り
課
（
内
線
１
２
２
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
群
馬
県
保
険
医
協
会
で
は
、
電

話
に
よ
る
健
康
講
話
の
提
供
や

健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
専
用
電
話
番
号
　
０
２
７
・
２

３
４
・
４
９
７
０

【
　
月
１
日
～
　
日
の
健
康
講
話
】

１２

３１

　
約
３
分
間
の
テ
ー
プ
音
声
で

す
。
月
～
土
曜
日
の
　
時
間
利

２４

用
で
き
ま
す
。（
但
し
、「
直
接
相

談
タ
イ
ム
」
の
日
時
を
除
く
）　
 

　
月
曜
・
こ
ど
も
の
歯
ぎ
し
り

　
火
曜
・
小
児
の
事
故
・
誤
飲

　
水
曜
・
小
児
の
事
故
・
や
け
ど

　
木
曜
・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
金
曜
・
赤
ち
ゃ
ん
の
う
つ
ぶ
せ
寝

　
土
曜
・
小
児
と
薬

【
　
月
の
直
接
相
談
タ
イ
ム
】

１２
　
テ
ー
プ
音
声
で
は
な
く
、
直
接

医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
日
に
ち
・
担
当
科
　

８
日
　
　
整
形
外
科
・
内
科

（水）

　
日
　
　
歯
科

１６

（木）

□
時
間
帯
　
両
日
と
も
、
午
後
７

時
　
分
～
午
後
９
時

３０

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
、
音

声
提
供
後
の
講
話
の
原
稿
閲
覧

お
よ
び
健
康
上
の
相
談
が
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ

い
（ra

ijin

健
康
相
談
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、　h

ttp
://w
w
w
.ra
ijin
.

co
m
/k
en
k
o
/)

　
相
続
・
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
、
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険

契
約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税

の
取
扱
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
)

を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
館
林
税
務
署

（
山
　
・
４
３
７
３
）
へ
。　
　
　

７２

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の

１
月
１
日
～
　
月
　
日
に
納
付

１２

３１

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
　
年
１
月
１

２２

日
～
９
月
　
日
に
国
民
年
金
保

３０

険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
に
は
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年
　
月
１１

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証

書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、　

月
１
日
か
ら
　
月
　

１０

１２

３１

日
ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か

た
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て

の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は

が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番
号

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
太
田
年
金
事
務
所

（
山
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

　　国家公務員共済組合連合会（ＫＫＲ）  指定店

　　群馬県年金受給者協会 館林邑楽地区会 指定店

鈴鈴鈴鈴鈴鈴木木木木木木葬葬葬葬葬葬儀儀儀儀儀儀鈴木葬儀社社社社社社社
創業百有余年

館林駅前通り

皆様に支えられ、多くの葬儀をお手伝いさせていただきました。

館林・明和・板倉地区葬儀施行件数１番の実績（平成17年以降連続）

 http://www.sougisya.com　山７２・１２８９

相
続
等
に
係
る
保
険
年

金
の
取
扱
に
つ
い
て

青
色
申
告
決
算
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

冨
塚
勝
男
さ
ん
、
墨

絵
４
点
を
寄
附

会　場開催時間開催日　対　象

太田商工会議所１０：００～１２：００１２月１日（水）

営業・不動産

所得関係

太田商工会議所１３：３０～１５：３０１２月１日（水）

館林市文化会館１０：００～１２：００１２月２日（木）

館林市文化会館１３：３０～１５：３０１２月２日（木）

太田市新田庁舎１３：３０～１５：３０１２月３日（金）

大泉町文化むら展示ホール棟１０：００～１２：００１２月８日（水）

太田市農協本所１３：３０～１５：３０１２月７日（火）
農業所得関係

邑楽館林農協本所１３：３０～１５：３０１２月９日（木）

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

教
室
を
行
い
ま
す

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
　
月
プ
ロ
グ
ラ
ム

１２

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保

険
料
控
除
申
告
に
つ
い
て



（１８）

INFORMATION
　
借
金
の
返
済
で
家
計
が
苦
し
い
、

借
金
に
頼
ら
な
い
生
活
を
し
た
い
、

そ
の
よ
う
な
か
た
が
た
を
対
象
に

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
秘

密
厳
守
で
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ど
ち
ら
も
電
話
で
の

事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
お

申
し
込
み
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
生
活
の
立
て
直
し
相
談
会
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１１

２６

（金）

時
～
午
後
５
時

□
場
所
　
邑
楽
町
役
場（
邑
楽
町

中
野
２
５
７
０－

１
）

□
申
込
先
　
邑
楽
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
山
　
・
５
０
４
７
）

４７

【
法
律
相
談
会
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１２

１８

（土）

時
　
分
～
午
後
５
時

３０

□
場
所
　
館
林
市
中
部
公
民
館

（
館
林
市
仲
町
　－

１
）

１４

□
申
込
先
　
館
林
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
山
　
・
９
０
０
２
）

７２

　
音
楽
療
法
士
に
よ
る
指
導
の
も

と
、
昔
親
し
ん
だ
歌
謡
曲
や
学
校

で
習
っ
た
唱
歌
・
童
謡
な
ど
を

歌
っ
た
り
、
簡
単
な
打
楽
器
等
を

使
っ
た
り
し
て
音
楽
に
親
し
み
ま

す
。

□
日
時
　
　
月
８
日
　
、　
日
　
、

１２

（水）

２２

（水）

平
成
　
年
１
月
５
日
　
、　
日

２３

（水）

１９

　
、２
月
２
日
　
、　
日
　
　
　

（水）

（水）

１６

（水）

午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

□
対
象
　
原
則
と
し
て
　
歳
以
上

５５

の
か
た

□
場
所
　
社
会
福
祉
会
館

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
開
始
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（水）

□
申
込
方
法
　
社
会
福
祉
会
館
へ

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
会
館

（
山
　
・
３
３
０
１
）
へ
。

９１

【
ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
、
午
前
９

１２

１５

（水）

時
　
分
～
午
後
１
時

３０

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費
　
１
、０
０
０
円

【
し
め
飾
り
教
室
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１２

２３

（木）

時
～
正
午

□
対
象
　
町
民
一
般
・
町
内
在
勤

の
か
た（
小
学
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人
３０

□
参
加
費
　
５
０
０
円

※
各
教
室
共
通
事
項

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１１

２０

（土）

２８

日
　（日）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
（
山

　
・
４
４
９
１
）
へ
。

８４　
未
来
の
夢
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
心
豊
か
に
健
や
か
に
育
つ
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
成
長
と
子
育
て

を
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
子
育
て
に
興

味
の
あ
る
か
た
が
、
自
信
を
持
っ

て
楽
し
く
活
動
で
き
る
よ
う
に
、

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

（
４
日
間
）
を
左
記
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
３
日
　
、　

日
　
、

１２

（金）

１３

（月）

平
成
　
年
１
月
７
日
　
、　

日

２３

（金）

２１

　
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後
４
時

（金）

３０

□
場
所
　
役
場
会
議
室
　

□
内
容
　
講
話
、
遊
び
お
よ
び
子

育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
必

要
な
基
礎
知
識
お
よ
び
技
術
を

学
び
ま
す

□
対
象
　
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
意
欲
・
関
心
の
あ
る
か
た

□
定
員
　
　
人
程
度

３０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２６

（金）

□
申
込
方
法
　
住
民
福
祉
課
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
４
）
へ
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

２３

（木）

□
対
象
　
群
馬
県
在
住
の
母
（
父
）

子
家
庭
の
母（
父
）、
子
（
高
校
生

以
下
）お
よ
び
寡
婦

□
定
員
　
２
６
０
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

□
参
加
費（
バ
ス
代
・
保
険
料
・
パ

ス
ポ
ー
ト
代
含
）

毅
母
（
父
）・
中
学
生
・
高
校
生
 ・
寡

婦
　
               ５
、
０
０
０
円

毅
幼
児
・
小
学
生
　
３
、０
０
０
円

毅
３
歳
以
下
 　
 　
１
、
０
０
０
円

□
申
込
方
法
　
往
復
は
が
き
に
、

住
所
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望

者
全
員
の
氏
名
お
よ
び
年
齢
・

希
望
乗
車
地
を
記
入
の
上
、
左

記
へ
郵
送
す
る

　
〒
３
７
１－

０
８
４
３
　
前
橋
市

新
前
橋
町
　－

　
　

１３

１２

    群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
５
階
　
　
群
馬
県
母
子
寡
婦

（財）

福
祉
協
議
会

□
申
込
期
限
　
　
月
３
日
　
必
着

１２

（金）

※
詳
し
く
は
、
　

群
馬
県
母
子
寡

（財）

婦
福
祉
協
議
会
（
山
０
２
７
・
２

５
５
・
６
６
３
６
）
へ
。

【
第
　
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

１２

フ
大
会
】

優
　
勝
　
中
野
節
子
　
　
打
５０

準
優
勝
　
野
村
さ
と
　
　
打
５３

第
３
位
　
滝
口
清
郞
　
　
打
　

５３

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

音
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１０月の町の事件事故状況

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください。

外科系内　科　系耳鼻科期　日

館林医院
（７４）２１１２

三浦医院
（６２）２９１７

藤原医院
（８８）７７９７

星野こども
（小児科のみ）

（７０）７２００

横田胃腸科
（７２）４９７０

－１１月１４日（日）

堀井乳腺外科
（５５）２１００

みづほｸﾘﾆｯｸ
（２０）１１２２

増田医院
（８２）２２５５

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

森下内科医院
（７３）７７７６

川田耳鼻咽喉科
（７２）３３１４

１１月２１日（日）

田沼整形外科
（８８）９２２３

湯沢医院
（６２）２２０９

益田小児科
（小児科のみ）

（６２）５５３５

菅沼医院
（７２）９０９０

さくま内科
（５５）２５００

－１１月２３日（火）

後藤ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２３３

石山医院
（８２）０１０３

ﾐﾂﾜ診療所
（７０）３０３０

神尾内科医院
（７５）１２８８

後藤内科医院
（７２）０１３４

－１１月２８日（日）

高木整形外科
（６２）６６１１

いたくら内科
（７０）４０８０

阿部医院
（６２）５４２８

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

安楽岡医院
（７３）７７７６

川村耳鼻咽喉科
（７２）１３３７

１２月５日（日）

井上整形外科
（８２）１１３１

かさはら内科
（５５）２５３７

おぎわらｸﾘﾆｯｸ
（小児科のみ）

（６１）１１３３

たけい小児科
（小児科のみ）

（７６）２５２５

こが内科
（７３）７５８７

－１２月１２日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

ホウチャクソウ（ユリ科）

　記　立岡正夫

　ホウチャクは宝鐸で、お寺の本堂や五重の塔などの屋根の先
にぶらさがっている風鈴のようなものをいいます。花の形が宝
鐸に似ているところから名づけられました。薮の中や、林の中
の薄暗いような所に多く見られるようです。芽が出た時の姿は
山菜のナルコユリや、アマドコロによく似ていますが、臭くて
食べられないようです。

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

【町の無料法律相談】　
□日　時　１２月１０日（金）　午前１０
時～正午
□場　所　役場委員会室　
□対　象　明和町民　
□担　当　福島弁護士
□受付期間　１２月１日（水）～８日
（水）まで総務課へお申し込みく
ださい（予約制）

【人権・行政・心配ごと相談】
□日　時　１２月１５日（水）　午前１０時
～午後３時

□場　所　役場会議室
【年金相談】　
□日　時　１２月１６日（木）　午前９時
３０分～午後３時
□場　所　館林市役所
※事前の予約が必要です。
【交通事故相談】
□日　時   １２月１７日（金）  午前１０時
～午後４時

□場　所　太田市役所
【健康相談】
□日　時　１２月７日（火）　午前９時
３０分～午前１０時３０分受付
□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人
【乳幼児健診】
□日　時　１２月９日（木）　午後１時
～午後２時受付

□場　所　保健センター
□対　象　２０年１２月、２１年１２月、２２
年２・５・８月生

（平成２２年１０月１日現在）

　総人口　１１，５６０人　（＋１１）
　　男　　　５，８０２人　（＋１５）
　　女　　　５，７５８人　（－　４）
　世帯数　　３，８１３世帯（＋１３）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………     ２５件
　　士交通事故………　  　５件
　　士その他…………　 　 ９件
　　士合計……………     ３９件

１０月の町の救急車出動回数

纂あいさつは地域の安全防犯対策

纂高齢者の交通事故が増加

定期相談・健診

　士侵入窃盗勝勝勝勝勝  ５件
　士非侵入窃盗　勝勝勝  ２件
　士器物損壊　勝勝勝勝  １件　

　士人身事故……………　８件
　士物件事故……………１３件


